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東
京
都
の
平
成
２５
年
度
タ
イ

ル
張
り
技
能
検
定
試
験
は
８
月

２９
日
（
木
）
〜
３０
日
（
金
）
に

東
京
都
立
中
央
・
城
北
職
業
能

力
開
発
セ
ン
タ
ー
板
橋
校
に
て

実

技

試

験

が
、
９
月
８
日

（
日
）
に
は
江
戸
川
タ
ワ
ー
ホ

ー
ル
船
堀
に
て
学
科
試
験
が
行

な
わ
れ
、
１０
月
４
日
に
合
格
者

が
発
表
さ
れ
た
。

技
能
検
定
実
技
試
験
は
東
京

都
で
は
東
京
都
タ
イ
ル
煉
瓦
工

事
工
業
協
同
組
合
・
東
京
タ
イ

ル
築
炉
業
協
同
組
合
・
武
蔵
野

タ
イ
ル
工
事
組
合
の
３
団
体
で

構
成
さ
れ
る
東
京
都
タ
イ
ル
煉

瓦
工
事
業
組
合
連
合
会
（
矢
部

晴
也
会
長
／
東
タ
協
理
事
長
）

が
委
嘱
を
受
け
実
施
し
て
い
る

が
、
さ
る
１０
月
７
日
（
月
）
に

は
反
省
会
及
び
慰
労
会
が
市
谷

の
割
烹
・
津
田
川
に
て
開
催
さ

れ
た
。

金
澤
運
営
委
員
長
の
司
会
進

行
で
初
め
に
瀧
山
主
席
検
定
委

員
か
ら
挨
拶
が
あ
り
、
受
検
者

数
は
１
級
実
技
４２
名
（
昨
年
３０

名
）、２
級
実
技
２１
名
（
昨
年
１４

名
）、計
６３
名
（
１
級
４
名

欠

席
）、の
う
ち
合
格
者
が
１
級
２０

名
（
学
科
の
み
８
名
）、２
級
９

名
（
学
科
の
み
１
名
）
で
５０
％

を
割
る
合
格
率
と
の
発
表
が
あ

っ
た
。

東
タ
連
・
矢
部
会
長
か
ら

は
、
「
本
年
度
の
技
能
検
定
試

験
を
無
事
に
終
え
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
ひ
と
ま
ず

ホ
ッ
と
し
て
い
ま
す
。
東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
が
決
ま
り
ま

し
た
が
、
喜
ん
で
ば
か
り
い
ら

れ
ま
せ
ん
。
東
北
の
復
興
を
早

く
成
し
遂
げ
、
技
能
士
さ
ん
を

育
成
し
な
け
れ
ば
成
功
は
お
ぼ

つ
か
な
い
か
ら
で
す
。
タ
イ
ル

業
界
も
も
う
少
し
頑
張
っ
て
技

能
士
さ
ん
を
増
や
し
ま
し
ょ

う
」
と
ね
ぎ
ら
い
と
激
励
が
あ

り
、
舘
副
会
長
（
東
タ
築
理
事

長
）
の
乾
杯
の
音
頭
で
慰
労
と

懇
親
の
幕
が
上
が
っ
た
。

懇
親
の
席
で
は
、
来
年
改
訂

が
予
定
さ
れ
て
い
る
１
級
の
課

題
に
つ
い
て
話
題
に
上
っ
た
ほ

か
、
受
検
者
掘
り
起
し
の
た
め

の
実
技
講
習
会
の
あ
り
方
や
技

能
検
定
普
及
の
た
め
の
方
策
、

運
営
方
法
な
ど
に
つ
い
て
も
活

発
な
意
見
交
換
が
行
な
わ
れ
、

最
後
に
塩
原
副
会
長
（
武
蔵
野

組
合
長
）
の
締
め
で
終
了
し

た
。

（
広
報
部
）

タ
イ
ル
張
り
技
能
検
定
試
験
を
終
え
て－

反
省
会
＆
慰
労
会

後
列
右
よ
り
、
金
澤
運
営
委
員
長
、

瀧
山
主
席
検
定
委
員
、
塩
原
副
会
長

前
列
右
よ
り
、
舘
副
会
長
、

矢
部
会
長

東
京
都
タ
イ
ル
煉
瓦
工
事
業
組
合
連
合
会

東
タ
連
・

矢
部
会
長
の
挨
拶
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締
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ハ
ゼ
釣
り
＆
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

フ
ァ
ミ
リ
ー
会
は
、
江
戸
川
区

葛
西
の
新
左
近
川
親
水
公
園
で

７
月
２１
日
（
日
）
に
開
催
子
定

で
し
た
が
、
酷
暑
と
熱
中
症
の

心
配
が
あ
り
１０
月
６
日
（
日
）

に
順
延
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
絶
好
の
秋
晴
れ
の
な

か
、
た
く
さ
ん
の
組
合
員
が
多

く
は
家
族
連
れ
で
参
加
さ
れ
、

ハ
ゼ
釣
り
大
会
の
後
、
市
場
か

ら
早
朝
買
出
し
て
来
た
新
鮮
な

魚
介
類
と
牛
カ
ル
ビ
と
ホ
ル
モ

ン
な
ど
の
美
味
し
い
肉
を
頬
張

っ
て
い
ま
し
た
。

「
今
日
は
奥
様
と
子
供
達
の
た

め
の
大
サ
ー
ビ
ス
」
と
研
友
会

の
梅
本
会
長
は
じ
め
研
友
会
の

役
員
の
皆
様
が
ビ
ー
ル
で
喉
を

潤
し
な
が
ら
、
日
頃
仕
事
を
支

え
て
い
た
だ
い
て
い
る
奥
様
方

へ
の
サ
ー
ビ
ス
に
努
め
て
い
た

の
も
印
象
的
で
し
た
。

当
組
合
は
、
仕
事
拡
大
の
為

の
技
術
講
習
会
に
も
熱
心
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
が
、
今
後
、

景
気
回
復
傾
向
が
期
待
で
き
そ

う
な
の
で
、
お
互
い
協
力
と
連

帯
感
を
持
っ
て
、
事
業
推
進
に

邁
進
す
る
強
い
気
概
も
感
じ
る

こ
と
の
で
き
た
、
楽
し
い
一
日

で
あ
り
ま
し
た
。
（
事
務
局
）

毎
年
秋
に
講
習
会
を
行
な
っ

て
い
る
東
タ
築
（
舘
正
和
理
事

長
）
で
は
、
平
成
２５
年
度
の
技

術
講
習
会
を
「
外
装
接
着
剤
張

り
工
法
」
と
題
し
て
、
１０
月
２

日
（
水
）
午
後
６
時
よ
り
当
組

合
会
議
室
に
お
い
て
実
施
し

た
。
出
席
者
は
約
４０
名
。

今
年
は
講
師
に
、
㈱
Ｌ
Ｉ
Ｘ

Ｉ
Ｌ
タ
イ
ル
開
発
部
構
工
法
開

発
グ
ル
ー
プ
リ
ー
ダ
ー
・
小
笠

原
和
博
氏
を
お
迎
え
し
て
外
装

接
着
剤
張
り
工
法
に
つ
い
て
講

習
い
た
だ
い
た
。

○
公
共
建
築
工
事
標
準
仕
様
書

の
改
定

○
日
本
建
築
学
会
の
標
準
仕
様

言
（
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｓ
１９
）
の
改
定

こ
の
二
つ
の
内
容
を
中
心

に
、
事
例
を
上
げ
て
説
得
力
の

あ
る
説
明
に
熱
心
に
聞
入
り
、

質
議
応
答
も
活
発
に
行
な
わ

れ
、関
心
の
高
さ
を
痛
感
し
た
。

二
つ
の
仕
様
書
の
改
定
内
容

に
つ
い
て
も
詳
し
く
説
明
を
い

た
だ
き
、
参
加
者
の
熱
気
あ
る

講
習
会
を
終
了
し
た
。

（
事
務
局
）

「外装接着剤張り工法」の
技術講習会を開催� 秋

の
一
日
を
家
族
全
員
で

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
フ
ァ
ミ
リ
ー
会

東
京
タ
イ
ル
築
炉
業
協
同
組
合
＆
研
友
会

東京タイル築炉業協同組合

技
術
講
習
会

の
も
よ
う 講師の小笠原氏

〈
タ
イ
ル
山
の
会
〉
は
、
東
京

都
タ
イ
ル
煉
瓦
工
事
工
業
協
同

組
合
、
東
京
都
タ
イ
ル
技
能
士

会
、
神
奈
川
県
タ
イ
ル
築
炉
技

能
士
会
な
ど
の
有
志
で
で
き
た

山
歩
き
を
愛
好
す
る
親
睦
の
会

で
す
が
、
９
月
２１
日
（
土
）
〜

２２
日
（
日
）
に
毎
年
恒
例
の
山

歩
き
に
行
っ
て
来
ま
し
た
。
第

１５
回
目
を
迎
え
る
今
回
の
参
加

者
は
男
性
１２
名
、
コ
ー
ス
は
、

「
大
自
然
の
息
吹
を
体
感
し
に

…
何
度
で
も
訪
れ
た
い
黒
部
・

立
山
の
絶
景
散
策
と
白
馬
山
麓

栂
池
高
原
の
ホ
テ
ル
に
一

泊
！
」
の
山
旅
で
し
た
。

ア
ル
プ
ス
の
山
々
を
の
ぞ
む

秘
境
・
黒
部
峡
谷
と
大
自
然
の

宝
庫
・
室
堂
�
�
黒
部
・
立
山

ア
ル
ペ
ン
ル
ー
ト
を
巡
る
今
回

の
山
の
会
は
、
新
幹
線
利
用
の

お
得
な
阪
急
交
通
社
の
パ
ッ
ケ

ー
ジ
ツ
ア
ー
に
申
し
込
み
ま
し

た
。
『
新
幹
線
利
用
！
黒
部
立

山
ア
ル
ペ
ン
ル
ー
ト
・
ト
ロ
ッ

コ
列
車
を
８
つ
の
乗
物
で
巡
る

旅
２
日
間
』
と
い
う
秘
境
縦
断

の
プ
ラ
ン
で
す
。

初
日
、
長
野
新
幹
線
・
上
田

駅
か
ら
バ
ス
で
宇
奈
月
駅
へ
。

良
く
知
ら
れ
る
黒
部
峡
谷
鉄
道

の
ト
ロ
ッ
コ
列
車
に
乗
り
、
黒

部
峡
谷
の
秘
境
を
楽
し
み
な
が

ら
約
６０
分
で
鐘
釣
駅
に
到
着
、

万
年
雪
を
眺
め
て
地
酒
を
痛
飲

し
な
が
ら
再
び
ト
ロ
ッ
コ
列
車

で
宇
奈
月
へ
戻
り
ま
し
た
が
、

快
晴
絶
好
の
行
楽
日
和
に
気
分

爽
快
で
し
た
。
こ
の
日
は
栂
池

高
原
の
ホ
テ
ル
泊
、
宴
会
。

翌
日
は
観
光
バ
ス
で
扇
沢
に

向
い
、
こ
こ
か
ら
ト
ロ
リ
ー
バ

ス
〜
黒
部
ケ
ー
ブ
ル
カ
ー
〜
立

山
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
〜
ト
ロ
リ
ー

バ
ス
な
ど
を
乗
り
継
い
で
、
黒

部
ダ
ム
の
豪
快
な
放
水
、
大
観

峰
の
壮
大
な
眺
望
を
楽
し
み
、

立
山
連
峰
直
下
の
室
堂
高
原
で

は
雷
鳥
と
は
出
会
え
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
大
自
然
の
風
光
に
心

身
を
癒
し
ま
し
た
。
昼
食
後
は

美
女
平
を
め
ぐ
り
、
立
山
駅
へ

と
バ
ス
で
下
り
帰
京
。
今
回
も

好
天
に
恵
ま
れ
、
リ
ラ
ッ
ク
ス

で
き
た
２
日
間
で
し
た
。
少
し

ア
ル
コ
ー
ル
の
度
が
過
ぎ
ま
し

た
が
…
。

黒
部
・
立
山
ア
ル
ペ
ン
ル
ー
ト
を
巡
る

秘
境
の
旅
を
満
喫
�

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を

楽
し
み
な
が
ら
懇
親
を

タ
イ
ル
山
の
会

研
友
会
の
ス
タ
ッ
フ
が

大
サ
ー
ビ
ス

室堂高原にて立山連峰を望む

（４）平成２５年１１月１５日東 タ 連 広 報第２０２号


